















































Measures and result in preoperative prevention of venous 
thromboembolism at Hakodate municipal hospital
～ From the standpoint of propagation of lower limbs venous 
ultrasonography ～
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消化器外科 151 24 15.9％
乳腺外科  45  2  4.4％
婦人科  37  4 10.8％
呼吸器外科  53  4  7.5％
整形外科  76 28 36.8％
計 362 62 17.1％
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図 ４
ａ：術前の下肢エコーで右ヒラメ筋静脈の拡張と内部に輝度の高い退縮した血栓を認めた（白矢印）。
ｂ：同症例のヒラメ静脈長軸像（白矢印）。
症例 3 　70代女性
ヒラメ静脈短軸像 ヒラメ静脈長軸像
図 ３
術後の下肢エコーで左膝窩静脈にフリーフロート血栓を認めた（白矢印）。
（Ｄ-ダイマー：11.7μg/ml，可溶性フィブリン：3.8μg/ml）
症例 2 　40代女性
術後 3日目エコー
図 ２
ａ：術前の下肢エコーで左ヒラメ筋静脈の拡張と内部に極低エコーの血栓充満像を認めた。
（Ｄ-ダイマー：1.4μg/ml，可溶性フィブリン：4.0μg/ml）
ｂ：術後３日目の下肢エコーでも変化無く，カラードップラーにて血流の欠損を認めた。
（Ｄ-ダイマー：10.1μg/ml，可溶性フィブリン：19.3μg/ml）
術前エコー 術後 3日目エコー
症例 1 　80代女性
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考　　　　　察
　DVTの診断には，血液検査におけるＤ-ダイマーの
値がその除外診断に有用であるが，存在診断としては造
影CTや静脈造影，超音波検査などの画像診断が挙げら
れる。DVTの多くは下肢に発生する為，特に下肢静脈
エコー検査はその簡便さと非侵襲的という理由から
ファーストチョイスの検査として広く活用されている。
しかし，施術者の確保とその手技に依存するという欠点
も否めない。今回の前向き研究を契機に，我々中央検査
部では，術者の育成と手技のチェック体制を整えること
ができ，検査が滞ることなく，ほぼ画一した手技のもと
に対処することができた。また第Ⅰ群および第Ⅱ群を通
じた調査期間での著しい検査件数の伸びが示すように
（図１），VTEチームの活動を通じ「下肢エコー」検査
が院内で充分に浸透し，各診療科医師にDVT予防に対
する関心が得られたことが示唆された。
　DVT陽性患者に対する治療効果判定においても手技
が簡便な下肢エコーは有用であると考える。一定期間の
抗凝固療法等の治療後に下肢エコーを施行し，その効果
を判定することによって，患者に不利益となる抗凝固剤
の投与を終了することができ，患者に安心感をもたらす
ことができると考える。今後更にフォローアップでの下
肢エコーが活用されることを期待したい。
　また，術前に下肢エコーを施行し事前にDVTの有無
を認識することによって，周術期における速やかな
PTE予防策を講じることが可能と考えられる。特に外
傷患者は受傷直後よりDVTが発生する可能性があり３）
院内ガイドラインに沿った PTE予防策を講じることが
望ましい。
　一方で課題も残される。DVTはその血栓性状や範囲，
血栓中枢端を観察することにより，急性期血栓と慢性期
血栓の鑑別，或いは治療に緊急性を要するか否かといっ
た判断がある程度可能である１）。膝窩より中枢側に存在
する「中枢型」血栓や，不安定な「フリーフロート」血
栓では早急な対応が望まれる３）。急性期血栓では臨床症
状も伴うことがあり注意が必要である。しかしながら，
今回の検討ではこの「急性期」「慢性期」の分類に迷う
症例もみられ，術者間での認識に多少の差も感じられ
た。今後の課題として症例数と経験を積み見解の統一に
努めたい。
ま　　と　　め
　今回の院内での周術期静脈血栓症予防の前向き調査を
通じ，VTE予防に対する関心と意識が高まり下肢エコー
で評価することが院内に浸透したと考える。今後，院内
ホームページでVTEのリコメンデーションを活用する
ことにより，術後のＤ-ダイマーや可溶性フィブリンの
測定結果を踏まえた適切な下肢エコーの活用を期待し，
周術期VTE発症予防の一翼を担いたいと考える。
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